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建築積算士試験【二次試験】実務知識についての問題

目次 Ⅰ．実技試験 問題 解答と解説 （該当ページ範囲）
問題Ⅰ 〈内訳〉 [実技１] ～ [実技３]
問題Ⅱ 〈RC〉 [実技４] ～ [実技21]
問題Ⅲ 〈仕上〉 [実技22] ～ [実技35]
問題Ⅳ 〈鉄骨〉 [実技36] ～ [実技44]

Ⅱ．短文記述 問題１ [短文]
問題２ [短文]

複数正解値について
計測・計算における端数処理については、建築数量積算基準 第1編総則５(３）
に次のように規定されており、これにより生ずる差は通常の誤差の範囲として許
容されています。
(３)計測寸法の単位はｍとし、小数点以下第２位とする。計測・計算過程においても小数
点以下第２位とすることができる。また、計算結果における長さ、面積、体積及び質量に
ついても、小数点第2位以下とすることができる。なお、設計図書から得られる電子デー
タの小数点以下第2位以下の数値については、その数値を活用してもよい。
本試験においては、計測・計算過程により差が発生する場合は、その解答は正答
としていますが、本解説では、そのうちの一つについて計測・計算方法の解説を
しています。
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問題　Ⅱ  解答（2025）

名　称 記号 材種 サイズ 単位

基礎 Ｆ１ 鉄　　　　筋 D22 ｍ ①

コンクリート ㎥ ②

型　　　　枠 ㎡ ③

D13 ｍ ④

D25 ｍ ⑤

圧　　　　接 D25+D25 か所 ⑥

コンクリート ㎥ ⑦

型　　　　枠 ㎡ ⑧

D13 ｍ ⑨

D19 ｍ ⑩

D22 ｍ ⑪

コンクリート ㎥ ⑫

型　　　　枠 ㎡ ⑬

D13 ｍ ⑭

D19 ｍ ⑮

コンクリート ㎥ ⑯

型　　　　枠 ㎡ ⑰

鉄　　　　筋 D19 ｍ ⑱

圧　　　　接 D19+D19 か所 ⑲

コンクリート ㎥ ⑳

型　　　　枠 ㎡ ㉑

鉄　　　　筋 D13 ｍ ㉒

コンクリート ㎥ ㉓

型　　　　枠 ㎡ ㉔

鉄　　　　筋 D13 ｍ ㉕

29.55

3.00

２階床板

Ｗ１８

Ｓ２

１階壁

3.86

42.92

427.14

13.95

2.09

578.00

鉄　　　　筋

Ｇ１Ｒ階大梁

２階小梁 Ｂ１

設計数量

2.41

9.64

136.56

52.68

66.38

5.04

67.60

1.96

2.09

9.98

75.00

10.00

11.20

109.20

0.76

3.50

基礎梁 ＦＧ１

２階柱 Ｃ１

32.30

鉄　　　　筋

鉄　　　　筋

塚原　均
テキストボックス
 実技10



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25

基礎 F1 2.60 2.60 1.00 1 6.76 10.40 1.00 1 10.40 X方向主筋 D22 2.60 13 1 33.80

Y方向主筋 D22 2.60 13 1 33.80

参考 参考 ①

6.76 10.40 67.60

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠 鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

寸　　　　　法 寸　　　　法

　10.40 = 2.60x 4 (周囲)

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

No.                    

塚原　均
テキストボックス
 実技11



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D25+D25

基礎梁 FG1 0.50 1.60 3.80 1 3.04 3.20 3.80 1 12.16 上端通し筋 D25 5.03 3 1 15.09 1.50

下端通し筋 D25 5.03 4 1 20.12 2.00

F1取合 0.50 0.70 0.95 ▲ 1 ▲ 0.33 0.70 0.95 ▲ 2 ▲ 1.33

左端部上端筋 D25 2.21 3 1 6.63

F2取合 0.50 0.70 0.85 ▲ 1 ▲ 0.30 0.70 0.85 ▲ 2 ▲ 1.19

右端部上端筋 D25 1.68 3 1 5.04

中央下端筋 D25 2.90 2 1 5.80

腹筋 D13 3.86 6 1 23.16

連続梁の全長にわたる鉄筋で     0.5×4=2.00

梁長さが5m未満の為0.5か所の継手を計上

基礎梁の長さは柱内法長さ
  3.80 ＝4.50 - 0.35 - 0.35
　　　　　　　　　  柱半幅  柱半幅

 5.03 = 3.80 + 0.88 + 0.35
          梁長     定着    柱半幅

 2.21 = 0.95 + 0.88 + 0.38
        梁長/4   定着    余長

連続梁の全長にわたる鉄筋で     0.5×3=1.50

梁長さが5m未満の為0.5か所の継手を計上

 0.70 = 1.60 - 0.90

          梁成  梁天端～基礎

  0.95=1.30-0.35
      基礎半幅 柱半幅

No.                    

名　　称

　3.20 = 1.60 x 2 (両面)

 0.70 = 1.60 - 0.90

          梁成  梁天端～基礎

  0.85=1.20-0.35
      基礎半幅 柱半幅

 1.68 = 0.95 + 0.38 + 0.35
         梁長/4   余長   左柱半幅

 3.86 = 3.80 + 0.03 x 2
          梁長     余長 ｘ2

 2.90 = 1.90 + 0.50 + 0.50
         梁長/2   余長   余長

(　　　　　　　　)

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

 5.03 = 3.80 + 0.88 + 0.35
          梁長     定着    柱半幅

コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

寸　　　　　法 寸　　　　法

(公社)日本建築積算協会12号用紙

塚原　均
テキストボックス
 実技12



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D25+D25

ｽﾀﾗｯﾌﾟ D13 4.20 27 1 113.40

幅止筋 D10 0.50 24 1 12.00

② ③ 参考 ④ ⑤ ⑥

2.41 9.64 12.00 136.56 52.68 3.50

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

割付け本数 = 3.80 ÷ 0.60 = 6.3･･･ → 7
 7 + 1 = 8本 ｘ 3段分

0.50 = 梁幅

割付け本数 = 3.80 ÷ 0.15 = 25.3･･･ → 26
 26 + 1 = 27本

 4.20 = (0.50 + 1.60) x 2
            梁幅   梁成

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

No.                    

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

寸　　　　　法 寸　　　　法

塚原　均
テキストボックス
 実技13



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D22+D19

柱　2C1 0.70 0.70 4.00 1 1.96 2.80 4.00 1 11.20 主筋 D22 1.00 10 1 10.00 10.00

主筋 D19 3.23 10 1 32.30

ﾌｰﾌﾟ筋 D13 2.80 39 1 109.20

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 参考

1.96 11.20 109.20 32.30 10.00 10.00

　2.80 = 0.70 x 4 (周長)    階高

割付け範囲
    一般部 4.00 - 0.80 = 3.20
               階高   梁成

    仕口部 0.80
               梁成

割付け本数
    一般部 3.20 ÷ 0.10 = 32　　　→ 32
    仕口部 0.80 ÷ 0.15 = 5.3･･･ →   6
    合　 計 32 + 6 =38　38 + 1 = 39本

 2.80 = 0.70 x 4 (周長)

3.23 = 4.00 - 1.00 + 0.23
 　　　　階高   下部1m  最上階ﾌｯｸ

No.                    

径の異なる主筋を連続させる場合は

異形継手位置（+1.00m）まで下階の鉄筋径とする

階の全長にわたる鉄筋は各階ごとに

1か所の継手を計上

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

寸　　　　　法

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

寸　　　　法

塚原　均
テキストボックス
 実技14



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D19+D19

大梁 ＲG1 0.45 0.80 5.80 1 2.09 1.90 5.80 1 11.02 上端通し筋 D19 8.54 4 1 34.16 4.00

0.18 5.80 ▲ 1 ▲ 1.04 下端通し筋 D19 7.14 4 1 28.56 4.00

中央下端筋 D19 3.66 1 1 3.66

腹筋 D10 5.86 2 1 11.72

ｽﾀﾗｯﾌﾟ D13 2.50 30 1 75.00

 7.14 = 5.80 +  0.67 + 0.67
          梁長      定着     定着

No.                    

 5.86 = 5.80 + 0.03 x 2
          梁長  +   余長x2

割付け本数 = 5.80 ÷ 0.20 = 29
 29 + 1 = 30本

 2.50 = (0.45 + 0.80) x 2
            梁幅    梁成

 3.66 = 2.90 + 0.38x2
         梁長/2   余長x2

単独梁において、径16mm以上の鉄筋長さが7.00

ｍ毎に継手が必要　　　　1か所の継手を計上

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

寸　　　　　法 寸　　　　法

梁長さは柱内法長さ
     5.80 ＝ 6.50 - 0.35 - 0.35
　　　　　　  　　　     柱半幅　 柱半幅

大梁－壁の取合　小口の面積
が1.00㎡を超える為、減分

 8.54 = 5.80 +  0.70 x 2 + 0.67 x 2
          梁長      　柱幅x2     定着x2

 1.90 = 0.80 x 2+ 0.45 - 0.15
          梁成          梁底  ｽﾗﾌﾞ厚

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

単独梁において、径16mm以上の鉄筋長さが7.00

ｍ毎に継手が必要　　　　1か所の継手を計上

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

塚原　均
テキストボックス
 実技15



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D19+D19

幅止筋 D10 0.45 11 1 4.95

⑫ ⑬ 参考 ⑭ ⑮ 参考

2.09 9.98 16.67 75.00 66.38 8.00

(　　　　　　　　)

(公社)日本建築積算協会12号用紙

割付け本数 = 5.80 ÷ 0.60 = 9.6･･･ → 10
 10 + 1 = 11本 ｘ 1段分

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

寸　　　　　法 寸　　　　法

No.                    

0.45 = 梁幅

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

塚原　均
テキストボックス
 実技16



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D19+D19

小梁　2B1 0.30 0.60 4.20 1 0.76 1.20 4.20 1 5.04 上端通し筋 D19 5.07 3 1 15.21

1.50

下端通し筋 D19 4.78 3 1 14.34

1.50

腹筋 D10 4.56 2 1 9.12

ｽﾀﾗｯﾌﾟ D13 1.80 22 1 39.60

(　　　　　　　　)

(公社)日本建築積算協会12号用紙

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠 鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

寸　　　　　法 寸　　　　法

梁長さは大梁内法長さ
 4.20 ＝ 4.50 + 0.35 - 0.45 - 0.20
　　　　　　ｽﾊﾟﾝ   柱半幅  梁幅  梁半幅

 1.20 = 0.60 x 2 + 0.30 - 0.15 x 2
          梁成           梁底    ｽﾗﾌﾞ両側

 5.07 = 4.20 + 0.67 + 0.20
          梁長     定着　右大梁/2

連続梁の全長にわたる鉄筋で     0.5×3=1.50

梁長さが5m未満の為0.5か所の継手を計上

連続梁の全長にわたる鉄筋で     0.5×3=1.50

梁長さが5m未満の為0.5か所の継手を計上

割付け本数 = 4.20 ÷ 0.20 = 21
 21 + 1 = 22本

 4.56 = 4.50 + 0.03 x 2
          梁長  +   余長x2

 4.78 = 4.20 + 0.38 + 0.20
          梁長  定着(20d)  右大梁/2

 1.80 = (0.30 + 0.60) x 2
          梁幅     梁成

No.                    

塚原　均
テキストボックス
 実技17



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D19+D19

幅止筋 D10 0.30 8 1 2.40

⑯ ⑰ 参考 参考 ⑱ ⑲

0.76 5.04 11.52 39.60 29.55 3.00

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

割付け本数 = 4.20 ÷ 0.60 = 7
 7 + 1 = 8本 x 1段分

0.30 = 梁幅

No.                    

寸　　　　　法

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

寸　　　　法

塚原　均
テキストボックス
 実技18



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25

壁 1Ｗ18 5.80 3.70 0.18 1 3.86 5.80 3.70 2 42.92 縦筋 D13 4.94 60 1 296.40

横筋 D13 7.04 40 1 281.60

 4.94 = 3.70 + 0.39 x 2 + 0.46
          壁高さ    定着 x 2  　継手

 7.04 = 5.80 + 0.39 x 2 + 0.46
         壁長さ    定着 x 2     継手

割付け本数 = 3.70 ÷ 0.20 = 18.5 →  19
 19 + 1 = 20本　　ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋の為　　20ｘ2=40本

No.                    

縦筋の継手は

各階に1か所計上

径13mm以下の鉄筋の継手は

6.0ｍごとに1か所計上

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

割付け本数 = 5.80 ÷ 0.20 = 29 →  29
 29 + 1 = 30本　　ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋の為　　30ｘ2=60本

寸　　　　法

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋
名　　称

コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

寸　　　　　法

壁高さは梁内法長さ
 3.70 = 4.50 - 0.80
          階高　　梁成

壁長さは柱内法長さ
     5.80 ＝ 6.50 - 0.35 - 0.35
　　　　　　 　ｽﾊﾟﾝ  柱半幅　 柱半幅

塚原　均
テキストボックス
 実技19



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25

幅止筋 D10 0.18 35 1 6.30

⑳ ㉑ 参考 ㉒

3.86 42.92 6.30 578.00

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

No.                    

割付け本数：　7 ｘ 5 = 35本
壁長さに割付け： 5.80 ÷ 1.00 = 5.80 →  6+1 = 7本
壁高さに割付け： 3.70 ÷ 1.00 = 3.70 →  4+1 = 5本

0.18 = 壁幅

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠 鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

寸　　　　　法 寸　　　　法

塚原　均
テキストボックス
 実技20



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25

床板 2S2 2.25 6.20 0.15 1 2.09 2.25 6.20 1 13.95 短辺上端筋 D13 3.03 43 1 130.29

短辺下端筋 D13 2.55 43 1 109.65

長辺上端筋 D13 7.44 13 1 96.72

長辺下端筋 D13 6.96 13 1 90.48

㉓ ㉔ ㉕

2.09 13.95 427.14

No.                    

 2.55 =　2.25 + 0.15 x 2
          床板長    定着

 7.44 =　6.20 + 0.39 x 2 + 0.46
          床板長    定着x2   　継手

割付け本数 = 6.20 ÷ 0.15 = 41.3･･･ → 42
 42 + 1 = 43本

 3.03 =　2.25 + 0.39 x 2
          床板長    定着

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

割付け本数 = 2.25 ÷ 0.20 = 11.25 → 12
 12 + 1 = 13本

割付け本数 = 2.25 ÷ 0.20 = 11.25 → 12
 12 + 1 = 13本

 6.96 =　6.20 + 0.15 x 2 + 0.46
          床板長    定着x2   　継手

径13mm以下の鉄筋の継手は

6.0ｍごとに1か所計上

径13mm以下の鉄筋の継手は

6.0ｍごとに1か所計上

短辺長さは梁内法長さ
    2.25 ＝ 2.50 - 0.15 + 0.35 - 0.45
　　　　　　ｽﾊﾟﾝ  小梁半幅  柱半幅  梁幅 割付け本数 = 6.20 ÷ 0.15 = 41.3･･･ → 42

 42 + 1 = 43本

長辺長さは梁内法長さ
 6.20 = 6.50 - 0.20 + 0.35 - 0.45
          ｽﾊﾟﾝ  梁半幅　柱半幅  梁幅

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

寸　　　　　法 寸　　　　法

塚原　均
テキストボックス
 実技21



塚原　均
テキストボックス
 実技22



塚原　均
テキストボックス
 実技23



塚原　均
テキストボックス
 実技24



塚原　均
テキストボックス
 実技25



塚原　均
テキストボックス
 実技26



塚原　均
テキストボックス
 実技27



(公社)日本建築積算協会14号用紙

　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

回答例② 回答例⑧

床面積
照明器具
L1
天井点検口

(m)
回答例③

(m2)
回答例⑨
廻縁
塩ビ

SD1
(m2)

SSD1

(m)

(m)
回答例⑩
ブラインドボックス

(m)

事務室

床 壁 天　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井
そ　　の　　他

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

乾式二重床H100
タイルカーペットt6 断熱材面　ビニル幅木H100
回答例①

岩綿吸音板t9
石こうボードt9、LGS

全体 13.80 × 10.8 5.50 - 0.45 - 0.80

149.04
149.04

4.25
4.25

切欠き部 △7.35 × 5.85 7.00 - 0.80 - 0.45 △0.50 × 2.00 × 7

42.9975
△43.00

5.75
5.75

7

106.04 106.0425 6.1 0.6075
事務室　計 7.00 - 0.45 - 0.45 △0.45 × 0.45 × 3

X2-Y1 △0.90 × 0.70 △0.20 × 2.00

柱 0.63
△0.63

ブラインドボックス

△0.35 × 0.80 ⑧

0.28 96.41

石膏ボードt12.5 GL工法

△2.00△0.70 × 0.70 ② △0.20 × 5.00 × 2

0.49 16.1
16.10

△7.00

105.41

X3-Y2 △0.35 × 0.90 7.00 - 0.10 + 0.45

柱 0.315 7.35

X3-Y3 △0.35 × 0.35 5.50 - 0.10 + 0.45 - 1.60

柱 0.1225 4.25
4.25

柱型　計 7.00 - 0.45 - 0.45 - 2.00 16.10 + 24.55 + 7.05

0.63
△0.63

4.1
4.10

① 5.50 - 0.45 - 0.45

105.41
105.41

4.6
4.60 1.60

③ △5.00 × 2 + 2.00

24.55
2.005.50 - 0.45 - 0.80

4.25
4.25

ブラインドボックス
24.55 △12.00

39.30Y方向 11.00-0.10-0.10=10.80 ⑨

X方向 14.00-0.10-0.10=13.80 39.30

47.7
47.70

7.35

96.41

全体寸法

切欠き部寸法

Y方向 5.50-0.10+0.45=5.85 ⑩

X方向 7.00-0.10+0.45=7.35

柱
X1-Y1

106.04

柱
X3-Y1

6.10

RC面　ビニル幅木H100
コンクリート打ち放し

ブラインドボックス

12.00

塚原　均
テキストボックス
 実技28



(公社)日本建築積算協会14号用紙

　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

回答例④

X1-Y1

X2-Y2

X3-Y1

X3-Y2

X3-Y3

(m)
回答例⑤

断熱材面

AW-1

AW-2

幅木

(m)

事務室

床 壁 天　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井
そ　　の　　他

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

コンクリート打ち放し
柱型面　ビニル幅木H100

0.70 + 0.70

1.4
1.40

2.300.90 + 0.70 × 2

2.3

0.35 + 0.70

1.05
1.05

0.35 × 2 + 0.90

1.6
1.60

0.35 + 0.35

0.7

7.05

16.10 × 3.00

48.3
48.30

△2.50 × 1.60 × 4

16
△16.00

△16.10 × 0.10

△2.00 × 1.60

1.61
△1.61

3.2
△3.20

⑤

27.49

0.70
7.05

④

断熱材面　ビニルクロス
石膏ボードt12.5 GL工法

27.49

塚原　均
テキストボックス
 実技29



(公社)日本建築積算協会14号用紙

　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

回答例⑥

RC面

SD-1

SSD-1

幅木
73.79

(m)

回答例⑦

柱型面

幅木
20.44

(m)

事務室

床 壁 天　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井
そ　　の　　他

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

コンクリート打ち放し
RC面　ビニルクロス

84.45(24.55 + 1.60 + 2.00) × 3.00

84.45

△1.60 × 2.00

3.2
△3.20

△2.00 × 2.50

5
△5.00

△24.55 × 0.10

2.455
△2.46

⑥

73.795 73.79
73.80

コンクリート打ち放し
柱型面　ビニルクロス

7.05 × 3.00

21.15
21.15

△7.05 × 0.10

0.705
△0.71

⑦

20.445 20.44
20.45

塚原　均
テキストボックス
 実技30



(公社)日本建築積算協会14号用紙

　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

回答例⑫ 回答例⑬

全体
柱

ミニキッチン X2-Y3
照明器具

幅木 L2
点検口

(m2)

(m2)

給湯室

床 壁 天　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井
そ　　の　　他

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上

回答例⑪

計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

コンクリート金ゴテ押え 石こうボードt12.5 石こうボードt12.5、LGS
ビニル床シート LGS面　ビニルクロス EP塗

9.25全体 3.70 × 2.50 (3.70 + 2.50) × 2.50 3.70 × 2.50

9.25
9.25

15.5
15.50

9.25

X2-Y3 △0.70 × 0.35 △1.50 × 2.00 △0.70 × 0.35

柱 0.245 3
△3.00

0.245

ミニキッチン △0.6 × 1.5 (3.70 + 2.50 - 1.50) × 0.05 △0.20 × 1.00

0.9
△0.90

0.47 0.2

0.2025
⑪ ⑫ △0.45 × 0.45

8.35
8.35

15.03

9.25⑬

(m2)

全体寸法

Y方向 2.65-0.10-0.05=2.50

X方向 3.50-0.05+0.25=3.70

12.50

塚原　均
テキストボックス
 実技31



(公社)日本建築積算協会14号用紙

　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

回答例⑭ 回答例⑮

全体
柱

幅木 X1-Y3
照明器具
L2

(m2) 点検口

(m2)
全体寸法
X方向
Y方向

更衣室

床 壁 天　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井
そ　　の　　他

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

石こうボードt12.5 石こうボードt12.5、LGS
LGS面　ビニルクロス EP塗

8.38(3.35 + 2.50) × 2.50 3.35 × 2.5

14.625
14.63

8.375

△0.45 × 0.45

△0.59
0.245

△(3.35 + 2.50) × 0.10 △0.70 × 0.35

0.585

8.38

⑭ △0.20 × 1.00

14.04 0.2
14.04

0.2025

⑮

2.65-0.10-0.05=2.50
3.50-0.10-0.05=3.35

塚原　均
テキストボックス
 実技32



(公社)日本建築積算協会14号用紙

　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

回答例⑰

幅木

(m2) (m2)

回答例⑱

幅木

(m2)

回答例⑲

幅木

(m2)

備品庫

床 壁

回答例⑯

天　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上

コンクリート金ゴテ押え

ビニル床シート

計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

そ　　の　　他

石こうボードt12.5
LGS面　EP塗

17.88全体 7.15 × 3.05 7.15 × 2.50

21.8075
21.81

17.875

X1,X2-Y2 △0.70 × 0.70 ×2 △7.15 × 0.10

柱 0.98 0.715
△0.72

⑯ ⑰21.81
17.16

全体寸法

Y方向 2.85-0.05+0.25=3.05 (2.85 - 0.45 - 0.05) × 2.50

X方向 7.00-0.10+0.25=7.15 5.875
5.88

△(2.85 - 0.45 - 0.05) × 0.1

0.235
△0.24

5.64⑱
5.64

5.64

0.7 × 4 × 2.5

7
7.00

△0.7 × 4 × 0.1

0.28
△0.28

⑲

6.72
6.72

17.16

断熱材面　EP塗
石こうボードt12.5

柱型面　EP塗
コンクリート打ち放し

塚原　均
テキストボックス
 実技33



建　　　具　　　積　　　算

面　積 か所 面積計 ｼｰﾘﾝｸﾞ 詰ﾓﾙﾀﾙ

SOP FL PW

Ｗ Ｈ Ａ Ｎ AN 鋼製建具 t10 t6.8

AW-1 2.50 1.60 4.00 4 16.00 建具周囲モルタル充填 (2.50+1.60)×2×4 32.80

フロートガラスt10 2.50×1.60×4 16.00

ガラスシーリング (2.50×4 + 1.60×8)× 2×4 182.40

AW-2 2.00 1.60 3.20 1 3.20 建具周囲モルタル充填 (2.00+1.60)×2×1 7.20

網入磨き板ガラスt6.8 2.00×1.60×1 3.20

ガラスシーリング (2.00×4 + 1.60×4)× 2×1 28.80

SD-1 1.60 2.00 3.20 1 3.20 SOP 2.6 8.32

SD-2 1.00 2.00 2.00 1 2.00 SOP 2.9 5.80

㉔ ㉒ ㉑ ㉓ ⑳

14.12 16.00 3.20 211.20 40.00

計　　　　　算

(公社)日本建築積算協会17号用紙

[ 金 属 製 ・ 木 製 ] （　　　　　　　　　）

符号

寸　　　　　法 塗　　　　　　　　装 ガ　　　　ラ　　　　ス

種類
係
数

種類

塚原　均
テキストボックス
 実技34



(公社)日本建築積算協会14号用紙

　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

回答例㉕

壁長さ
X方向
壁長さ
Y方向

壁面積

(m2)
36.19㉕

9.65 × (3.9 - 0.15)

36.1875
36.19

2.65 - 0.1 - 0.05

壁長さ　計

2.5
2.50

9.65
9.65

LGS100形

7.00 - 0.10 + 0.25

7.15
7.15

間仕切

床 壁 天　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井
そ　　の　　他

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

塚原　均
テキストボックス
 実技35



塚原　均
テキストボックス
 実技36



塚原　均
テキストボックス
 実技37



塚原　均
テキストボックス
 実技38



問題　Ⅳ　解答 (2025)

部　位 記号 名　称 サ　イ　ズ 単位

　Ｈ-500×200×10×16 ｍ ① 1 86

　Ｈ-450×200×9×14 ｍ ② 1 86

　□-350×350×16 ｍ ③ 3 20

　□-350×350×19 ｍ ④ 4 21

　PL-9 ㎡ ⑤ 0 51

　PL-12 ㎡ ⑥ 0 56

　PL-19 ㎡ ⑦ 0 60

　PL-22 ㎡ ⑧ 0 60

　PL-25 ㎡ ⑨ 0 34

　PL-28 ㎡ ⑩ 0 64

溶接長さ 　すみ肉溶接6mm換算 ｍ ⑪ 10 78

　PL-9 ㎡ ⑫ 0 24

　PL-12 ㎡ ⑫ 2 69

　PL-16 ㎡ ⑭ 0 62

　PL-22 ㎡ ⑮ 2 10

大梁 ２Ｇ２

設計数量

形鋼

鋼板

柱 Ｃ１

鋼板

塚原　均
テキストボックス
 実技39



(社)日本建築積算協会13号用紙

鉄　　骨　　積　　算 （ ）

H-450×200 H-500×200 □-350× □-350× PL-9 PL-12 PL-19

か所 ×9×14 ×10×16 350×16 350×19

１Ｃ１　-　1台

（シャフト）

BSAE PL 28 0.550 0.55 1 1 0 30

1F 主材 □ 350×350×19 3.77 1 1 3 77

2F 主材 □ 350×350×16 2.80 1 1 2 80

（２階仕口）

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ PL 28 0.410 0.41 2 1 0 34

主材 □ 350×350×19 0.44 1 1 0 44

2G1

MAIN H 500×200×10×16 0.93 2 1 1 86

ST-1 1 86 2 80 4 21 0 64

柱-1

PL-22 PL-25 PL-28

名　　称 形　　状・寸　　法 計　　　算

[　柱　]

仕口高さ　　上下ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ厚

　 500　　－　　28×2　　＝　444

 1階階高　　   1階下り　　　ﾍﾞｰｽ厚み　　2階下り　　2階大梁高さ

　4,200 　＋　　350　　－　　28　　－　　250　　－　500　＝　3,772

 2階階高　　  2階梁下り　　　R階梁下り　　R階大梁高さ

　3,200 　＋　　250　　－　　200　　－　　450　　＝　2,800

　柱幅　　　　柱面よりの出幅

　350　　＋　　30×2　　＝　410

　柱幅　　　柱面より出幅

　350 　＋　　100×2　　＝　550

ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　　　柱/2

　1,100　　－　　350/2　　＝　925

塚原　均
テキストボックス
 実技40



(社)日本建築積算協会13号用紙

鉄　　骨　　積　　算 （ ）

H-450×200 H-500×200 □-350× □-350× PL-9 PL-12 PL-19

か所 ×9×14 ×10×16 350×16 350×19

2G2

ﾌﾗﾝｼﾞ PL 22 0.250 1.20 2 1 0 60

ｳｴﾌﾞ PL 12 0.456 1.23 1 0 56

（Ｒ階仕口）

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ PL 25 0.410 0.41 2 1 0 34

主材 □ 350×350×16 0.40 1 1 0 40

RG1

MAIN H 4500×200×9×14 0.93 2 1 1 86

RG2

ﾌﾗﾝｼﾞ PL 19 0.250 1.20 2 1 0 60

ｳｴﾌﾞ PL 9 0.412 1.23 1 0 51

ST-2 1 86 0 40 0 51 0 56 0 60 0 60 0 34

柱-2

PL-25PL-22 PL-28

名　　称 形　　状・寸　　法 計　　　算

仕口高さ　　上下ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ厚

　450　　－　　25×2　　＝　400

ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　 柱/2　　　ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ出幅

　1,400　　－　350/2　－　　30　　　＝　1,195

梁高さ　　上下ﾌﾗﾝｼﾞ厚

　500　－　22×2　＝　456

ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　 柱/2

　1,400　　－　350/2　＝　1,225

　柱幅　　　　柱面よりの出幅

　350　　＋　　30×2　　＝　410

ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　 柱/2

　1,100　　－　350/2　＝　925

ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　 柱/2　　　ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ出幅

　1,400　　－　350/2　－　　30　　　＝　1,195

梁高さ　　上下ﾌﾗﾝｼﾞ厚

　450　－　19×2　＝　412
ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　　柱/2

　1,400　　－　350/2　＝　1,225

塚原　均
テキストボックス
 実技41



(社)日本建築積算協会13号用紙

鉄　　骨　　積　　算 （ ）

H-350×175 H-400×200 □-300× □-300× PL-9 PL-12 PL-19

か所 ×7×11 ×8×13 300×16 300×22

ST-1 (前頁より転記) 1 86 2 80 4 21 0 64

ST-2 (前頁より転記) 1 86 0 40 0 51 0 56 0 60 0 60 0 34

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

Ｔ 1 86 1 86 3 20 4 21 0 51 0 56 0 60 0 60 0 34 0 64

柱-3

PL-28

名　　称 形　　状・寸　　法 計　　　算

PL-22 PL-25

塚原　均
テキストボックス
 実技42



(社)日本建築積算協会13号用紙

鉄　　骨　　積　　算 （ ）

か所

m k m

Ｃ１　-　２階Ｇ２梁仕口廻り溶接

（Ｇ2）

DF×ﾌﾗﾝｼﾞ HB2 22 0.25 2 1 1 0 50 16 88 8 44

主材×ｳｴﾌﾞ F2 12 0.46 1 1 0 46 4 50 2 07

ﾀﾞｲﾔ×ｳｴﾌﾞ F2 12 0.03 2 1 0 06 4 50 0 27

⑪

Ｔ 10 78

柱-４

延長長さ

工場溶接

長さ 換算係数名　　称 形　　状・寸　　法 計　　　算

梁高さ　　上下ﾌﾗﾝｼﾞ厚

　500　－　22×2　＝　456

塚原　均
テキストボックス
 実技43



(社)日本建築積算協会13号用紙

鉄　　骨　　積　　算 （ ）

か所

２G２　-　1台

FLG PL 22 0.250 4.20 2 1 2 10

WEB PL 12 0.456 4.20 1 1 92

FSP SPL-1 PL 12 0.250 0.77 4 1 0 77

SPL-2 PL 16 0.100 0.77 8 1 0 62

WSP SPL-3 PL 9 0.170 0.36 4 1 0 24

⑫ ⑬ ⑭ ⑮

T 0 24 2 69 0 62 2 10

PL-9 PL-22PL-12 PL-16

梁-1

[　大梁　]

名　　称 形　　状・寸　　法 計　　　算

　　ｽﾊﾟﾝ　　　　継手長さ

　7，000　－　1,400×2　＝　4，
200

 梁高さ　　上下ﾌﾗﾝｼﾞ厚

　500　－　22×2　＝　456

塚原　均
テキストボックス
 実技44



[短文] - 1

Ⅱ短文記述試験

問題-1

公共工事においてはスライド条項が設けられ、「全体スライド」、「単品スライド」、

「インフレスライド」の3種類のスライドが運用されている。

そのうち2つのスライドについて、概要を「新☆建築積算士ガイドブック」に準じて、

61文字以上200文字以内で記述しなさい。

模範回答

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

1 全 体 ス ラ イ ド は 、 工 期 内 で 、 請 負 契 約 締 結 の

2 日 か ら １ ２ か 月 を 経 過 し た 後 に 日 本 国 内 に お

3 け る 賃 金 水 準 又 は 物 価 水 準 の 変 動 に よ り 請 負

4 代 金 額 が 不 適 当 と な っ た と 認 め ら れ た と き に､

5 請 負 代 金 額 の 変 更 を 請 求 で き る 措 置 。

6 単 品 ス ラ イ ド は 、 主 要 な 工 事 材 料 の 価 格 に 著

7 し い 変 動 を 生 じ た 場 合 に 請 負 代 金 額 の 変 更 を

8 請 求 で き る 措 置 で 、 他 の ス ラ イ ド と の 併 用 も

9 可 能 。 い ず れ も 残 工 期 が ２ か 月 以 上 あ る 工 事

10 に 摘 要 さ れ る 。
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問題-2

工事費内訳書にメーカー見積単価を採用する際、ミス防止のために確認すべき事項を、

「新☆建築積算士ガイドブック」に準じて、61文字以上200文字以内で記述しなさい。

模範回答

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

1 ① 採 用 単 価 は 、 各 細 目 ご と に 最 低 値 を 採 用 す

2 る の か 、 見 積 グ ル ー プ ご と に 合 計 が 最 低 金 額

3 の 見 積 単 価 を 採 用 す る の か 。

4 ② 見 積 条 件 に 揚 重 費 、 現 場 取 付 け 費 な ど の 別

5 途 項 目 が な い か 。

6 ③ 見 積 書 の 有 効 期 限 や 引 き 渡 し 場 所 な ど 。

7 ④ 指 定 メ ー カ ー や 推 奨 メ ー カ ー が な い か 。

8 ⑤ 値 入 後 は 、 見 積 対 応 項 目 の 合 計 金 額 を 採 用

9 掛 け 率 で 割 り 戻 し た 金 額 と 、 見 積 書 の 合 計 金

10 額 が 合 致 し て い る か 。

(新☆建築積算士ガイドブック P288)

2025 年度建築積算士試験 【二次試験】


